
①満65歳の方
②満60歳以上65歳未満の方
で、心臓、腎臓、呼吸器に障害
のある方（身体障害者手帳1
級程度）またはヒト免疫不全
ウイルスにより免疫の機能に
障害のある方

①小学校6年生から高校1年
生の女子
②平成9年4月2日から平成
20年4月1日生まれの方で、3
回接種が済んでいない方

愛西市、
津島市、
弥富市、
あま市、
海部郡の
指定医療
機関

1回

3回

2,000円

無料

①65歳到達月の翌月当初に個人
通知します。

②事前に手続きが必要です。健
康推進課へお問い合わせくださ
い。
※過去に接種したことのある方
は、対象外。
対象②（キャッチアップの方）の接
種期限は令和7年3月31日（月）
ですが、国で期限の延長が予定
されています。
詳細は市ホームページをご覧く
ださい。

ご不明な点は、お問い合わせください。

　健康推進課（佐屋保健センター）
☎（28）5833　　https://www.city.aisai.lg.jp/

= 保健センターからのお知らせ =

乳幼児時期の食器の共有に気をつけていますか？
「離乳食が始まる時期に、お父さんやお母さんと同じ箸やス
プーン、フォークやコップなどを使うとむし歯菌がうつる」とい
う情報はご存知でしょうか？近年よく言われるようになり、一
度はメディアや雑誌、SNSなどで目にしたことがあるのではな
いでしょうか？
「食器を共有しないことが、赤ちゃんのむし歯予防につなが
る」というのはもはや常識。当たり前のようになっていますが、
これに対し昨年、日本口腔衛生学会（歯科予防学会）が「食器
の共有をしないことでむし歯を予防できるということの科学
的根拠はない」と意見書を出しています。その中で、親からの
むし歯菌感染は離乳食前からおこっていること、むし歯の原

因菌はミュータンス菌だけではないこと、食器の共有に気を
つけていても3歳児においてむし歯発生に差はなかったこと
などが説明されています。
また、和歌山県立医科大学からの親の唾液に触れること
で、子どものアレルギーを予防する可能性があるという研究
内容が大きく報道され話題になりました。アトピー性皮膚炎、
鼻炎などのアレルギー疾患について、生後12カ月未満の乳
児期に親の唾液に接触していた子どもの方が、学齢期（6～
15歳）の発症リスクが抑えられる可能性があることが分かっ
てきました。
つまり、「食べ物の口移しや噛み与えをしない」、「離乳食の
味・温度のチェックを赤ちゃん用のスプーンで行わない」、「お
箸やスプーンの共有はしない」といったことにあまり神経質に
なる必要はないと思われます。
時代の流れと共に世間の常識もだんだん変わっていきま

す。 （海部歯科医師会）

歯 の健康講座
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